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はじめのことば

三遠南信地域は、民俗芸能の宝庫といわれている。国の重要無

形民俗文化財第1号指定の奥三河の花祭・水窪の西浦田楽をはじ

め、伊那谷の霜月祭・遠州川名・寺野のひよんどり、豊橋の鬼祭

など枚挙にいとまがない。

その民俗芸能に多くの「鬼」が登場する。節分の悪鬼のイメー

ジからは遠く、善鬼の様相を呈している。それは何によるのか。

鬼を伝えた人々と豊かな民俗芸能の数々。祭の根底にあるものを

探り、三遠南信地域の人々の願いを図書館資料になどにより分か

りやすく紹介する。

また、一見無関係に見える「金と鬼」との関係についても、中

央構造線の持つ地質学的視点から明らかにする。三遠南信地域に

は、多くの鬼伝説があり、祭の形で受け継がれ、暮らしの中に溶

け込んでいることを知っていただければ幸いである。
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